
   新様式の記載方法の主な補足(青森県記載例) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【都道府県番号欄】

青森県番号０２を

記載 

【施術機関コード欄】

※記載不要 

     

【記号・番号欄】 

記号と番号をハイフン「－」

又はマルポチ「・」で区切る 

【負傷の原因記載欄】 

記載しきれない場合は、

「摘要」欄に記載。 

「摘要」欄も不足した場合

は「裏面」に記載可 

 

記載例 

「○○をした際に、△△を

□□した。」 

【一部負担金欄】 

円の左に「１割」、「２割」、

「３割」の表示可 

（「円」に二重線引く） 

【登録記号番号欄】 

ハイフンも番号の一部で

あるため省略しない 

 

記載例 

協０２００○○○-０-０ 

【単併区分】 

※記載不要 

【会長複委任欄】 

●健保・共済宛⇒『１.委任します』に○を付ける 

レセコン･･･欄外左端に会長複委任枠が印字 

手書き ･･･欄外左端にゴム印か手書き(※ゴム印を斡旋します) 

●青森県国保連宛⇒『２.委任しません』に○を付ける 

          (青森県国保連の登録口座に振込まれます。) 

●他県国保連宛⇒委任については各県により違いがあります。 

※別紙『施術証明欄と支払機関欄の取扱い』と『国民健康保険組合の取

扱い』をご参照下さい。 

【公費負担者番号・受給者番号欄】 

※青森県ではこの欄を使用しない

ため記載不要 

【施術日欄】 

１月１日以降の施術日に○を付ける 

【被保険者氏名住所欄】 

被保険者(世帯主、組合員、

受給者)の氏名・住所を記

載する 

※受取代理人欄の患者署

名の氏名と同じです 

【保険種別・本家区分・ 

給付割合欄】 

該当１つに○を付ける 

 

※本家区分欄については

別紙『本家区分欄の取扱

い』を参照 

【糸こより用の穴】 

※枚数が少ない場合は

場所をずらしてホッチ

キス綴じ可 

〔青森県の統一様式〕すべてに記載！ 

「②.委任しません」でも必要！ 

レセコンは「・」対応 


